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第

回 

 

台
湾
の
選
択 

揺
ら
ぐ
「
脱
原
発
」 

 
 

 
 
 

※
２
０
２
３
年

月
の
毎
日
新
聞
記
事
を
元
に
し
た
文
章
で
す
。 

校
閲
し
、
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

 

２
０
２
４
年
１
月
に
投
開
票
さ
れ
る

台
湾
総
統
選
で
、
与
党
・
民
進
党
が
看

板
政
策
と
し
て
掲
げ
て
き
た
「

年
ま

で
の
脱
原
発
」
に
対
し
て
、
原
発
の
活

用
を
訴
え
る
野
党
側
が
攻
勢
を
強
め
て

い
る
。
台
湾
経
済
を
け
ん
引
す
る
半
導

体
を
は
じ
め
と
し
た
工
業
分
野
を
中
心

に
電
力
需
要
が
増
え
て
い
る
一
方
、
太

陽
光
や
風
力
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
普
及
が
想
定
を
下
回
り
、
「
ア
ジ

ア
初
の
脱
原
発
」
に
対
す
る
世
論
の
支

持
も
揺
ら
い
で
い
る
た
め
だ
。       

東
シ
ナ
海
に
突
き
だ
し
た
台
湾
北

部
・
新
北
市
貢
寮
区
の
海
岸
を
歩
く
と
、

薄
い
緑
色
を
し
た
箱
形
や
煙
突
状
の
建

築
物
が
目
に
入
っ
て
く
る
。
台
湾
第
４

原
子
力
発
電
所
だ
。 

１
９
９
０
年
代
後
半
に
着
工
し
た
同

原
発
は
、
改
良
型
沸
騰
水
型
軽
水
炉
（
Ａ

Ｂ
Ｗ
Ｒ
）
２
基
（
出
力
各
１
３
５
万
㌔

㍗
時
）
を
備
え
、
日
立
製
作
所
や
東
芝

な
ど
日
本
企
業
が
ほ
と
ん
ど
の
機
材
納

入
に
関
わ
っ
た
。
だ
が
地
元
を
中
心
に

大
規
模
な
抗
議
活
動
が
発
生
。

年
の

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
後
に
は

台
湾
全
体
に
反
原
発
の
機
運
が
高
ま
り
、

年
に
当
時
の
国
民
党
政
権
が
建
設
凍

結
を
決
め
た
。 

ア
ジ
ア
で
初
と
な
る
脱
原
発
を
掲
げ

て

年
の
総
統
選
で
勝
利
し
た
民
進
党

の
蔡
英
文
総
統
は
翌

年
、

年
ま
で
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の
全
原
発
停
止
を
盛
り
込
ん
だ
改
正
電

気
事
業
法
を
成
立
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

年
に
稼
働
し
て
い
た
第
１
～
第
３
原

発
６
基
の
う
ち
４
基
は
運
転
期
間
の
上

限
（

年
）
に
合
わ
せ
て
次
々
に
停
止
。

残
る
２
基
も

年
７
月
、

年
５
月
に

上
限
を
迎
え
る
。 

し
か
し
、
最
大
野
党
・
国
民
党
の
総

統
候
補
、
侯
友
宜
・
新
北
市
長
は

年

８
月
、
安
全
を
確
認
し
た
上
で
、
第
１

～
第
３
原
発
の
運
転
期
間
上
限
を
延
ば

す
と
と
も
に
第
４
原
発
の
建
設
を
再
開

す
る
検
討
を
始
め
る
と
の
公
約
を
発
表
。

第
三
勢
力
・
台
湾
民
衆
党
の
総
裁
候
補
、

柯
文
哲
・
前
台
北
市
長
は
過
去
に
反
原

発
運
動
に
賛
同
し
て
い
た
が
、
今
回
の

選
挙
で
は
一
部
原
発
の
延
長
運
転
と
第

４
原
発
の
安
全
点
検
を
主
張
し
、
「
台

湾
が
（
半
導
体
大
手
）
台
湾
積
体
電
路

製
造
（
Ｔ
Ｍ
Ｓ
Ｃ
）
を
持
ち
続
け
た
い

な
ら
、
第
４
原
発
を
受
け
入
れ
る
ほ
か

な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。 

野
党
側
の
主
張
の
背
景
に
あ
る
の
は
、

台
湾
で
指
摘
さ
れ
る
「
電
力
不
足
」
へ

の
懸
念
だ
。 

電
子
部
品
製
造
な
ど
工
業
部
門
の
伸 

長
を
受
け
て
電
力
需
要
は
年
々
増
加
し
、

年
は
前
年
比
４
・
５
％
増
と
当
局
の

予
測
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
一
方
で
、

原
子
力
の
代
替
と
し
て
蔡
政
権
が

年

ま
で
に
電
源
構
成
比
率
を

％
ま
で
引

き
上
げ
る
と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
、
自
然
破
壊
へ
の
懸
念
や
建
設
資

材
の
高
騰
な
ど
に
直
面
。

年
の
比
率

は
８
％
台
で
原
子
力
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ

た
。 近

年
で
も
大
規
模
停
電
が
複
数
回
起

き
て
い
る
。

年
５
月
の
停
電
で
は
約

６
時
間
後
に
復
旧
す
る
ま
で
、
信
号
機

が
消
え
た
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
閉
じ

込
め
ら
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
り
し

た
。
台
湾
に
進
出
す
る
日
本
企
業
な
ど

で
作
る
台
北
市
日
本
商
工
会
は

年

月
に
台
湾
当
局
に
提
出
し
た
白
書
で

「
電
力
の
安
定
供
給
は
台
湾
で
事
業
を

行
う
企
業
に
と
っ
て
最
低
限
の
要
求
事

項
」
だ
と
し
て
、
早
期
か
つ
抜
本
的
な

対
応
を
要
望
し
た
。 

民
進
党
の
総
統
候
補
、
頼
清
徳
副
総

統
は
「
脱
原
発
の
理
想
は
変
え
て
い
な

い
」
と
し
て
き
た
が
、

年
５
月
に
開

い
た
大
学
生
と
の
座
談
会
で
は
中
国
が
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台
湾
を
封
鎖
し
た
際
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
を
問
わ
れ
、
停
止
し
た
原
発
を
緊
急

稼
働
さ
せ
る
た
め
の
維
持
方
法
を
検
討

し
て
い
る
と
解
答
し
た
。 

蔡
政
権
が

年
に
法
制
化
し
た
「

年
ま
で
の
脱
原
発
」
は
翌

年
の
住
民

投
票
で
条
文
か
ら
の
削
除
が
決
ま
る
な

ど
、
有
権
者
の
多
数
が
支
持
す
る
状
況

と
は
言
え
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
「
党

是
と
も
言
え
る
脱
原
発
の
旗
を
す
ん
な

り
降
ろ
す
の
は
難
し
い
」
（
民
進
党
に

近
い
研
究
者
）
。
こ
う
し
た
民
進
党
の

姿
勢
に
野
党
は
「
脱
原
発
は
や
め
た
と

は
っ
き
り
言
っ
た
ら
ど
う
か
。
公
約
を

破
っ
た
上
、
（
あ
い
ま
い
な
言
葉
で
）

票
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
し
て
い
る
」（
候

氏
）
と
激
し
く
非
難
し
て
い
る
。 

 

 


